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(57)【要約】
【課題】コンクリート側壁を貫通して配置される水道栓
を効率よく固定することのできる取付補助具を提供する
。
【解決手段】構造物のコンクリート側壁(１)に形成した
貫通孔(２)に、一端部に水道栓(16)の接続部を一体形成
するとともに、他端部に給水管との接続具(17)を装備し
た連結送水管(３)を挿入配置する合成樹脂製の水道栓取
付補助具(４)である。コンクリート側壁(１)に当接固定
される固定板(６)と、この固定板(６)の外面中央部に一
体形成したボス部(７)とを有している。ボス部(７)はそ
の内径を連結送水管(３)の外周を抱持可能に形成してあ
る。一体形成されている前記固定板(６)、ボス部(７)は
二分割可能に形成してある。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造物のコンクリート側壁(１)に形成した貫通孔(２)に、一端部に水道栓(16)の接続部
を一体形成するとともに、他端部に給水管との接続具(17)を装備した連結送水管(３)を挿
入配置する合成樹脂製の水道栓の取付補助具(４)であって、
　コンクリート側壁(１)に当接固定される固定板(６)と、この固定板(６)の外面中央部に
一体形成したボス部(７)とを有し、ボス部(７)はその内径を連結送水管(３)の外周を抱持
可能に形成してあり、前記固定板(６)、ボス部(７)を有する取付補助具(４)は二分割可能
に形成してあることを特徴とする水道栓の取付補助具。
【請求項２】
　各分割取付補助具(４a)(４b)での一方の分割対向面(７a)に係合突条(12)がボス部軸心
と平行に形成されるとともに、他方の分割対向面(７b)に該係合突条(12)を受け入れる受
入溝(14)が形成され、両分割取付補助具(４a)(４b)のボス部内周面に連結送水管(３)の外
周面に突設された一対の突条(10a)(10b)を受け入れる凹溝(11)(13)が形成され、係合突条
(12)を受け入れる受入溝(14)が形成されている分割取付補助具(４b)の凹溝(13)をボス部(
７)の先端面に開口させたことを特徴とする請求項１に記載の水道栓取付補助具。
【請求項３】
　ボス部(７)に形成した係合突条(12)と、この係合突条(12)を受け入れる受入溝(14)がそ
れぞれ先窄まりのテーパー状に形成されている請求項１または２に記載の水道栓の取付補
助具。
【請求項４】
　固定板(６)の分割対向面の一方に係合突片(20)が形成され、他方に該係合突片(20)が係
合する係合受部(21)が形成されている請求項１から３のいずれか１項に記載の水道栓の取
付補助具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンクリート側壁を貫通して配置される水道栓の取付補助具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　構造物の側壁面に水道栓を配置する場合、従来、構造物のコンクリート側壁に貫通孔を
貫設し、このコンクリート側壁に形成した貫通孔に真鍮等の金属製の連結送水管を挿入し
、送水管の一端部に蛇口(水道栓)を固定するとともに、他端部に給水管を接続している。
【０００３】
　この場合、貫通孔内での送水管の保持は、貫通孔内周面と送水管外周面との間に形成さ
れる空間にモルタルを充填することにより行われている（例えば、特許文献１の段落００
０７、図６参照。)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－５４３８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　コンクリート側壁内での送水管の保持を従来のように、貫通孔内周面と送水管外周面と
の間に形成される空間にモルタルを充填することで行う場合には、貫通孔内周面と送水管
外周面との間に形成される狭くて長い空間にモルタルを均一に注入しなければならないう
え、送水管を所定の位置に維持しておかなければならず、準備作業や充填作業に手間がか
かるという問題があるうえ、充填したモルタルが所定の強度を発揮するまで時間がかかり
、作業効率が悪いという問題もあった。
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【０００６】
　本発明は、このような点に着目してなされたもので、コンクリート側壁を貫通して配置
される水道栓を効率よく固定することのできる補助具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために請求項１に記載の本発明は、構造物のコンクリート側壁に形
成した貫通孔に、一端部に水道栓の接続部を一体形成するとともに、他端部に給水管との
接続具を装備した連結送水管を挿入配置する合成樹脂製の水道栓の取付補助具であって、
　コンクリート側壁に当接固定される固定板と、この固定板の外面中央部に一体形成した
ボス部とを有し、ボス部はその内径を連結送水管の外周を抱持可能に形成してあり、前記
固定板、ボス部を有する取付補助具は二分割可能に形成してあることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載の本発明は、請求項１に記載の構成に加えて、各分割取付補助具での一
方の分割対向面に係合突条がボス部軸心と平行に形成されるとともに、他方の分割対向面
に該係合突条を受け入れる受入溝が形成され、両分割取付補助具のボス部内周面に連結送
水管の外周面に突設された一対の突条を受け入れる凹溝が形成され、係合突条を受け入れ
る受入溝が形成されている分割取付補助具の凹溝をボス部の先端面に開口させたことを特
徴としている。
【０００９】
　請求項３に記載の本発明は、請求項１または２に記載の構成に加えて、ボス部に形成し
た係合突条と、この係合突条を受け入れる受入溝がそれぞれ先窄まりのテーパー状に形成
されていることを特徴としている。
【００１０】
　請求項４に記載の本発明は、請求項１から３のいずれか１項に記載の構成に加えて、固
定板の分割対向面の一方に係合突片が形成され、他方に該係合突片が係合する係合受部が
形成されていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明では、構造物のコンクリート側壁に形成した貫通孔に、一端部に水道栓の接続部
を一体形成するとともに、他端部に給水管との接続具を装備した連結送水管を挿入配置す
る合成樹脂製の水道栓の取付補助具であって、コンクリート側壁に当接固定される固定板
と、この固定板の外面中央部に一体形成したボス部とを有し、ボス部はその内径を連結送
水管の外周を抱持可能に形成してあり、固定板、ボス部を有する取付補助具は二分割可能
に形成してあることから、連結送水管の一端部と他端部の間の部分の外側に、２つ割構造
の取付補助具のボス部によって連結送水管の一端部と他端部の間の部分の外周を抱持した
状態で２つ割構造の取付補助具を組み立てて装着することができる。そして、コンクリー
ト側壁に形成した貫通孔に連結送水管を挿通配置し、連結送水管の一端部と他端部の間の
部分に装着した取付補助具の固定板をコンクリート側壁に当接固定することで、コンクリ
ート側壁に形成した貫通孔に、連結送水管を挿通した状態で配置することができることが
できることから、従来のように、コンクリート側壁に形成した貫通孔にモルタルを充填し
なくてもよくなり、モルタル固結までの時間も省略することができ、作業性を高めるとと
もに作業効率も高めることができる。これにより、コンクリート側壁を貫通して配置され
る水道栓を効率よく固定することができる。
【００１２】
　また、各分割取付補助具での一方の分割対向面に係合突条がボス部軸心と平行に形成さ
れるとともに、他方の分割対向面に該係合突条を受け入れる受入溝が形成され、両分割取
付補助具のボス部内周面に連結送水管の外周面に突設された一対の突条を受け入れる凹溝
が形成され、係合突条を受け入れる受入溝が形成されている分割取付補助具の凹溝をボス
部の先端面に開口させた構成を加えた場合、取付補助具を連結送水管に装着した状態で取
付補助具と連結送水管との相対回動を、連結送水管の外周面に突設された一対の突条と両
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分割取付補助具のボス部内周面にそれぞれ形成された凹溝との係合によって阻止し、コン
クリート側壁に対する連結送水管の軸心回りでの回動するのを阻止することができる。こ
れにより、コンクリート側壁を貫通して配置される水道栓の姿勢を維持することができる
。
【００１３】
　また、ボス部に形成した係合突条と、この係合突条を受け入れる受入溝がそれぞれ先窄
まりのテーパー状に形成されている構成を加えた場合、係合突条が形成されている一方の
分割取付補助具に対して係合突条を受け入れる受入溝が形成されている他方の分割取付補
助具を連結送水管の軸心に沿わせてスライドさせながら係合突条を受入溝に挿入すること
で、ボルト・ナット等を使用することなく、一方の分割取付補助具と他方の分割取付補助
具を結合し、連結送水管の一端部と他端部の間の部分の外側に取付補助具を容易に組み立
てて装着することができる。
【００１４】
　また、固定板の分割対向面の一方に係合突片が形成され、他方に該係合突片が係合する
係合受部が形成されている構成を加えた場合、連結送水管の一端部と他端部の間の部分の
外側に２つ割構造の取付補助具を組み立てて装着する際に、２つ割構造の取付補助具の一
方の分割取付補助具と他方の分割取付補助具との間の位置ずれを、固定板の分割対向面の
一方に形成された係合突片と固定板の分割対向面の他方に形成された係合受部との係合に
よって確実に規制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明にかかる水道栓取付補助具の一実施形態を使用した水道栓取付状態を示す
側面図である。
【図２】本発明にかかる水道栓取付補助具の一実施形態を使用した水道栓取付状態を示す
平面図である。
【図３】本発明にかかる水道栓取付補助具の一実施形態を示す斜視図である。
【図４】本発明にかかる水道栓取付補助具の一実施形態を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明にかかる水道栓取付補助具は、構造物のコンクリート側壁(１)に形成された貫通
孔(２)に挿通した状態で配置される連結送水管(３)を所定の姿勢で保持するための合成樹
脂製の水道栓取付補助具(４)であり、前記コンクリート側壁(１)の一方の壁面(５)（水道
栓取付側の壁面とは反対側の壁面）に当接した状態に固定される固定板(６)と、その固定
板(６)の外面中央部に突設形成した筒状のボス部(７)とを有している。このボス部(７)の
内径は前記連結送水管(３)の外周を抱持可能に設定されている。
【００１７】
　この取付補助具(４)は図３及び図４に示すように、ボス部(７)に形成した連結送水管挿
通空間(９)の軸心を含む一平面で２つ割り可能に構成してある。
【００１８】
　一方の分割取付補助具(４a)は、連結送水管(３)の外周面の対称位置に突設されている
一対の突条(10a)（10b）のうち一方の突条（10a）を受け入れる一方の凹溝(11)を連結送
水管(３)の挿通空間(９)の内周面に凹設するとともに、ボス部(７)の分割対向面(７a)に
断面形状が略Ω型をなす係合突条(12)が連結送水管挿通空間(９)の軸心と平行に形成され
ている。そして、この係合突条(12)はボス部(７)の先端面側から固定板(６)側に向けて先
窄まりとなるテーパー状をなしている。
【００１９】
　他方の分割取付補助具(４b)は、連結送水管(３)の外周面の対称位置に突設されている
一対の突条(10a)（10b）のうち他方の突条（10b）を受け入れる他方の凹溝(13)を連結送
水管(３)の挿通空間(９)の内周面に凹設するとともに、前記一方の分割取付補助具(４a)
の分割対向面(７a)に突設されている係合突条(12)を受け入れる断面形状が略Ω型をなす
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取付補助具(４b)に形成された他方の溝(13)及び受入溝(14)はボス部(７)の先端面に開口
している。
【００２０】
　一対の分割取付補助具(４a)(４b)の固定板(６)には、コンクリート側壁(１)に取付補助
具(４)を釘等の固定具で固定する際の固定具挿通穴(15)がボス部軸心を中心とする同心円
上に複数個設けてある。一対の分割取付補助具(４a)(４b)の固定板(６)の分割対向面の一
方に係合突片(20)が、他方に該係合突片(20)が係合する係合受部(21)がそれぞれ形成して
ある。
【００２１】
　図１、図２において、符号(16)は連結送水管(３)の一端部に取り付けられる蛇口等の水
道栓、符号(17)は連結送水管(３)の他端部に装備された給水管を接続するための接続具、
符号(18)は、連結送水管(３)の水道栓接続部と構造物のコンクリート側壁(１)に形成した
貫通孔(２)の内周面との間に装着したスペーサ、符号(19)はスペーサ(18)と水道栓(16)の
フランジとの間に充填したコーキング材である。
【００２２】
　上述の構成からなる取付補助具(４)は、構造物の立上壁を形成しているコンクリート側
壁(１)に蛇口等の水道栓を取り付ける場合に使用される。すなわち、コンクリート側壁(
１)に貫通形成された貫通孔(２)に挿入される連結送水管(３)に、一方の分割取付補助具(
４a)のボス部内周面に形成した一方の凹溝(11)に連結送水管(３)の外周面に突設されてい
る一方の突条(10a)を嵌め込むとともに、他方の分割補助具(４b)を連結送水管(３)の軸心
に沿わせてスライドさせながら、他方の分割取付補助具(４b)の凹溝(13)を連結送水管(３
)の外周面に突設されている他方の突条(10b)に、また、分割対向面(７b)に開口形成され
ている受入溝(14)に一方の分割取付補助具(４a)に突設されている係合突条(12)をそれぞ
れ挿入嵌合させて、一方の分割取付補助具(４a)の分割対向面(７a)に他方の分割取付補助
具(４b)の分割対向面(７b)を合致させた状態で、一方の分割取付補助具(４a)と他方の分
割取付補助具(４b)を連結送水管(３)の一端部と他端部の間の部分の外側で結合すること
により、連結送水管(３)の一端部と他端部の間の部分の外側に、２つ割構造の取付補助具
(４)のボス部(７)によって連結送水管(３)の一端部と他端部の間の部分の外周を抱持した
状態で、２つ割構造の取付補助具(４)を組み立てて装着する。
【００２３】
　次いで、取付補助具(４)を装着した連結送水管(３)をコンクリート側壁(１)に貫通形成
されている貫通孔(２)に一方から挿入する。そして、コンクリート側壁(１)の他方に開口
している開口部に臨んでいる水道栓連結部の外周と貫通孔(２)の周面との間にスペーサ(1
8)を装着するとともに、コーキング処理を施し、水道栓連結部に蛇口等水道栓(16)を螺着
固定する。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本発明は、散水や手足の泥落とし用として構造物の屋外壁面に配置される水道栓の取付
補助具として使用する。
【符号の説明】
【００２５】
　１…コンクリート側壁、２…貫通孔、３…連結送水管、４…水道栓取付補助具、４a・
４b…分割取付補助具、６…固定板、７…ボス部、７a・７b…分割対向面、10a・10b…突
条、11…凹溝、12…係合突条、13…凹溝、14…受入溝、15…固定具挿通孔、16…水道栓、
17…接続具。



(6) JP 2018-59331 A 2018.4.12

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

